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【数学】 
1. 計算過程について下記に沿ってそれぞれ採点する。合計で 50 点満点とする。 
(1). 正しく判定する確率は、 2100 × 98100 = 19610000 (= 0.0196) 
となり、1.96%である（10点満点）。誤って判定する確率は、 

98100 × 1 2□100 = 4910000 (= 0.0049) 
となり、0.49%である（10点満点）。よって、金属の異物が混入していると判定する確率は、 

2100 × 98100 + 98100 × 1 2□100 = 24510000 (= 0.0245) 
となり、2.45%である（10点満点）。 
 
(2). 金属の異物があると判定されたとき、その製品に本当に金属の異物が混入されている

確率は、 1961000024510000
= 196245 (= 0.8) 

となり、80.00%である（20点満点）。 
 
出題の意図 
【数学】 
1.  
(1). 確率・統計に関する知識を確認し、条件付き確率に関する問題を解くための思考力・計

算力を評価する。 
(2). 確率・統計に関する知識を確認し、条件付き確率に関する問題を解くための思考力・計

算力を評価する。 
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